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※お知らせ
公職選挙法では、議員等は「選挙区内にある者に対し、いかなる名義をもってするを問わず、寄附をしてはならない。」とされていることから、東金市議会では、虚礼
廃止を徹底すべく申し合わせています。

東
金
市
教
育
委
員
会
教
育

長
の
職
務
に
専
念
す
る
義

務
の
特
例
及
び
勤
務
時
間

に
関
す
る
条
例
の
制
定

【
第
２
号
議
案
】　

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及

び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
東
金
市
教

育
委
員
会
教
育
長
の
勤
務
時

間
及
び
そ
の
職
務
専
念
義
務

の
特
例
を
定
め
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
本
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

東
金
市
指
定
介
護
予
防
支

援
等
の
事
業
の
人
員
及
び

運
営
並
び
に
指
定
介
護
予

防
支
援
等
に
係
る
介
護
予

防
の
た
め
の
効
果
的
な
支

援
の
方
法
に
関
す
る
基
準

等
を
定
め
る
条
例
の
制
定

【
第
３
号
議
案
】　

　

介
護
保
険
法
等
の
改
正
に

伴
い
、
こ
れ
ま
で
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
ら
れ
て
い
た
指

定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業

の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指

定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的

な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基

準
を
条
例
で
定
め
る
こ
と
に

つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
全
員
賛
成
）

東
金
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
人
員
等
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

制
定
【
第
４
号
議
案
】　

　

第
３
号
議
案
と
同
じ
経
緯

に
よ
り
、
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
ら
れ
て
い
た
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
人
員
等
に

関
す
る
基
準
を
条
例
で
定
め

る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

東
金
市
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
及
び
東
金
市
一

般
職
の
任
期
付
職
員
の
採

用
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
【
第
５
号
議
案
】

　

平
成
26
年
度
の
国
人
事
院

勧
告
、
千
葉
県
人
事
委
員
会
勧

告
を
踏
ま
え
、
職
員
の
給
料
の

改
定
等
を
行
う
た
め
、
本
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

東
金
市
特
別
職
の
職
員
等
の

給
与
、
旅
費
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
等
の
条
例
の
制
定

【
第
６
号
議
案
】

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
「
東
金
市
特
別
職

の
職
員
等
の
給
与
、
旅
費
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
」
な

ど
３
つ
の
条
例
中
の
関
係
規
定

に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う

と
と
も
に
、
「
東
金
市
教
育
委

員
会
教
育
長
の
給
与
、
旅
費
、

勤
務
時
間
そ
の
他
勤
務
条
件
に

関
す
る
条
例
」
を
廃
止
す
る
た

め
、
本
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

東
金
市
情
報
公
開
条
例
及

び
東
金
市
個
人
情
報
保
護

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
【
第
７
号
議

案
】

　

独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
改

正
に
伴
い
、
「
東
金
市
情
報
公

開
条
例
」
及
び
「
東
金
市
個
人

情
報
保
護
条
例
」
中
に
規
定
さ

れ
て
い
る
「
独
立
行
政
法
人
」

の
分
類
が
改
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
の
条
例
中
の
関
係

規
定
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を

行
う
た
め
、
本
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
全
員
賛
成
）

東
金
市
保
育
所
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
【
第
８
号
議
案
】

　

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
」
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
こ
れ
ま
で
の
保
育
に

か
か
る
経
費
に
つ
い
て
施
設

型
給
付
の
制
度
が
新
た
に
創

設
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
、
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

東
金
市
立
幼
稚
園
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
【
第
９
号
議
案
】

　

第
８
号
議
案
と
同
じ
経
緯

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
教
育

に
か
か
る
経
費
に
つ
い
て
施

設
型
給
付
の
制
度
が
新
た
に

創
設
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

東
金
市
簡
易
マ
ザ
ー
ズ
ホ

ー
ム
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

【
第
10
号
議
案
】

　

児
童
福
祉
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
同
法
に
よ
り
実
施
し

て
い
る
障
害
児
通
所
支
援
等
を

定
め
た
規
定
が
繰
り
下
げ
ら
れ

た
こ
と
に
よ
り
本
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
全
員
賛
成
）

東金みらい

佐久間治行

新
し
い
条
例

改
正
す
る
条
例

東
金
市
地
区
計
画
の
区
域

内
に
お
け
る
建
築
物
の
制

限
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

【
第
11
号
議
案
】

　

「
建
築
基
準
法
」
及
び
「
建

築
基
準
法
施
行
令
」
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
関
係

規
定
に
つ
い
て
所
要
の
改
正

を
行
な
う
た
め
、
本
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

東
金
市
行
政
手
続
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
【
第
12
号
議
案
】

　

国
民
の
権
利
利
益
の
保
護

の
充
実
を
図
る
た
め
、
行
政

手
続
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
所
要
の
改
正
を
す
る

た
め
本
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
。

（
原
案
可
決
・
全
員
賛
成
）

東
金
市
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
【
第
13
号
議
案
】

　

介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ

り
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
成

29
年
度
ま
で
の
第
１
号
被
保

険
者
の
介
護
保
険
料
率
を
定

め
、
ま
た
、
介
護
保
険
制
度

の
改
正
に
よ
り
実
施
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
、
新
た
な

介
護
予
防
事
業
等
の
円
滑
な

実
施
を
図
る
た
め
の
経
過
措

置
を
定
め
る
た
め
、
本
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
、
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

東
金
市
清
潔
で
美
し
い
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
【
第
14
号

議
案
】

　

「
千
葉
県
動
物
の
愛
護
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
」
が

施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

関
係
規
定
に
つ
い
て
所
要
の

改
正
を
図
る
た
め
、
本
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
、
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
全
員
賛
成
）

東
金
市
学
童
ク
ラ
ブ
設
置

管
理
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
【
第
15

号
議
案
】

　

児
童
福
祉
法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
学

童
ク
ラ
ブ
を
利
用
す
る
児
童

の
年
齢
要
件
が
改
正
さ
れ
る

こ
と
及
び
、
新
た
に
学
童
ク

ラ
ブ
を
増
設
す
る
こ
と
を
主

な
内
容
と
し
た
本
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
全
員
賛
成
）

東
金
市
指
定
地
域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
等
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
【
第
16
号
議
案
】

　

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
に

つ
い
て
、
国
の
改
正
省
令
が

施
行
さ
れ
る
こ
と
に
と
も
な

い
、
本
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
。

（
原
案
可
決
・
全
員
賛
成
）

東
金
市
指
定
地
域
密
着
型

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
の
人
員
、
設
備
及
び
運

営
並
び
に
指
定
地
域
密
着

型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に

係
る
介
護
予
防
の
た
め
の

効
果
的
な
支
援
の
方
法
に

関
す
る
基
準
等
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
【
第
17
号
議

案
】

　

第
16
号
議
案
と
同
じ
経
緯

に
よ
り
、
本
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
全
員
賛
成
）

東
金
市
保
育
の
実
施
に
関
す

る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の

制
定
【
第
18
号
議
案
】

　

児
童
福
祉
法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
市
の
条
例
に
定
め
る
も
の

と
さ
れ
て
い
た
保
育
を
必
要
と

す
る
事
由
が
内
閣
府
令
に
定
め

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

 

補
正
予
算

専
決
処
分
し
た
事
件
の
承

認
に
つ
い
て
・
平
成
26
年

度
東
金
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）
【
第
１

号
議
案
】　

　

既
定
の
予
算
額
１
８
３
億

５
，
８
６
６
万
円
に
増
減
を

加
え
ず
、
予
備
費
を
調
整
す

る
補
正
を
専
決
処
分
に
よ
り

行
っ
た
の
で
、
議
会
の
承
認

を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
承
認
・
全
員
賛
成
）

平
成
26
年
度
東
金
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

【
第
20
号
議
案
】　

　

既
定
の
予
算
額
１
８
３
億

５
，
８
６
６
万
円
に
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
５
，
３
１
６
万

９
千
円
を
追
加
し
、
予
算
の

総
額
を
１
８
４
億
１
，
１
８

２
万
９
千
円
と
す
る
こ
と
に

廃
止
す
る
条
例

つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

平
成
26
年
度
東
金
市
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

【
第
21
号
議
案
】

　

既
定
の
予
算
額
７
６
億
６
，

３
０
０
万
円
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
９
，
６
３
７
万
４
千
円
を

追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
７
７

億
５
，
９
３
７
万
４
千
円
と
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

平
成
26
年
度
東
金
市
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）
【
第
22

号
議
案
】　

　

既
定
の
予
算
額
３
９
億
７
，

９
４
２
万
２
千
円
か
ら
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
８
，
２
３
１
万
３

千
円
を
減
額
し
、
予
算
の
総
額

を
３
８
億
９
，
７
１
０
万
９
千

円
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

平
成
26
年
度
東
金
市
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）
【
第
23
号

議
案
】　

　

既
定
の
予
算
額
１
４
億
７
，

７
１
１
万
８
千
円
か
ら
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
，
９
５
７
万
８

千
円
を
減
額
し
、
予
算
の
総
額

を
１
４
億
５
，
７
５
４
万
円
と

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
全
員
賛
成
）

平
成
26
年
度
東
金
市
病
院
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
【
第
24
号
議
案
】

　

既
定
の
予
算
額
１
４
億
１
，

９
１
８
万
５
千
円
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１
億
１
，
０
９
９
万

９
千
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総

額
を
１
５
億
３
，
０
１
８
万
４

千
円
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

山
武
郡
市
広
域
行
政
組
合

規
約
の
変
更
に
関
す
る
協

議
【
第
19
号
議
案
】

　

山
武
郡
市
広
域
行
政
組
合

に
お
け
る
事
務
事
業
の
見
直

し
に
伴
い
、
組
合
規
約
中
の

共
同
処
理
す
る
事
務
に
関
す

る
規
定
を
変
更
す
る
こ
と
、

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
組
合
規
約
中

の
関
係
規
定
に
つ
い
て
所
要

の
改
正
を
行
う
こ
と
等
に
つ

い
て
、
関
係
地
方
公
共
団
体

と
協
議
す
る
に
当
り
、
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

新
し
い
条
例

そ

の

他

追
加
議
案

監
査
委
員
の
選
任
【
第
35

号
議
案
】

　

鈴
木
純
夫
氏
を
監
査
委
員

に
選
任
す
る
も
の
。

（
原
案
同
意
・
賛
成
多
数
）

　

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す

　

松
戸
進
議
員
（
享
年
６７
歳
）
は
、
去
る
３

月
６
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

故
議
員
は
、
平
成
１１
年
７
月
市
議
会
議
員

に
当
選
さ
れ
て
か
ら
、
５
期
１５
年
有
余
の
永

き
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
、
こ
の
間
、
議
長
・

副
議
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
、
議
会
人
と
し

て
地
方
自
治
の
進
展
と
、
本
市
の
発
展
に
大

き
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

議　会　だ　よ　り（5）平成27年5月1日 第163号

※紙面の都合上、一般質問の一部について要旨を掲載しています。詳細については、図書館・中央公民館及び市役所情報公開コーナーにて「会議録」の閲覧、
　または、東金市ホームページより会議録検索システムでご覧ください。（６月上旬発刊・掲載予定）
　会議録検索のホームページアドレス　http://www.kaigiroku.net/kensaku/togane/togane.html

市
政
に
関
す
る
一
般
質
問

市
政
に
関
す
る
一
般
質
問

２２

一
般
行
政

み
の
り
の
郷
東
金
の

財
政
収
支
は

問　
み
の
り
の
郷
東
金
の
赤
字

を
増
大
さ
せ
た
の
は
、レ
ス
ト
ラ

ン
を
民
間
委
託
か
ら
直
営
に
至

る
経
緯
が
、問
題
点
で
は
な
い
か

と
思
う
。直
営
に
よ
る
従
業
員
の

給
与
は
１
年
間
で
約
１
，８
０
０

万
円
に
も
な
る
と
の
こ
と
。民
間

事
業
者
に
公
募
し
た
際
の
賃
貸

借
条
件
で
あ
っ
た
４
５
６
万
円

の
年
額
賃
料
と
共
益
費
を
無
料

に
し
て
公
募
す
れ
ば
１
，８
０
０

万
円
の
赤
字
が
大
幅
に
改
善
す

る
と
思
う
が
、あ
ら
た
め
て
民
間

事
業
者
へ
委
託
す
る
考
え
は
な

い
の
か
伺
う
。

答 

レ
ス
ト
ラ
ン
の
経
営
成
立
の
確

保
の
面
か
ら
、民
間
事
業
者
に
よ

る
運
営
の
導
入
に
つ
い
て
公
募
を

行
っ
た
経
緯
が
あ
る
。２
社
か
ら

の
応
募
が
あ
っ
た
も
の
の
、と
も
に

内
容
が
不
適
切
と
の
判
断
に
よ

り
、不
採
用
と
し
、最
終
的
に
直

営
で
の
運
営
を
決
定
し
た
も
の
。

　
レ
ス
ト
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、休
憩・

交
流
施
設
を
提
供
す
る
市
民
活

動
支
援
と
い
う
役
割
も
持
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、経
済
活
動
に
特
化

し
た
施
設
運
営
と
し
て
民
間
事
業

者
へ
移
行
す
る
こ
と
は
現
在
、考

え
て
い
な
い
。し
か
し
な
が
ら
今
後

に
つ
い
て
は
、そ
の
辺
も
十
分
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
。

医
療
行
政

医
療
行
政

看
護
師
に
対
す
る

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
教
育
の

現
状
は

農
業
者
へ
の
市
の
支
援
を

問 

東
千
葉
メ
ディ
カ
ル
セ
ン
タ

ー
に
勤
務
し
て
い
る
看
護
師
の

方
々
は
、高
尚
な
医
療
理
念
に
賛

同
し
て
応
募
し
て
く
れ
た
も
の

と
思
っ
て
い
る
。ま
た
、よ
り
高

度
な
医
療
技
術
を
学
ぶ
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
教
育
に
つ
い
て
も
期
待
し

て
い
る
と
思
う
。ま
た
、現
場
を

離
れ
て
い
た
看
護
師
の
採
用
も

積
極
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、復
帰

し
た
看
護
師
に
対
す
る
再
教
育

は
、大
変
重
要
で
あ
り
片
手
間
な

指
導
や
業
務
の
中
で
の
指
導
で

は
、と
て
も
不
可
能
と
思
わ
れ
る
。

東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
内

部
で
の
看
護
師
教
育
は
、ど
の
よ

う
な
体
制
が
と
ら
れ
て
い
る
の

か
伺
う
。

答 

看
護
師
の
新
規
採
用
者
及

び
現
場
復
帰
者
に
対
し
て
は
、

採
用
後
し
ば
ら
く
の
間
は
各
部

署
に
配
置
せ
ず
、中
央
集
合
研

修
を
実
施
し
て
い
る
。そ
の
内

容
と
し
て
は
、基
礎
的
な
看
護

技
術
や
専
門
用
語
等
に
つ
い
て

教
育
を
行
う
と
と
も
に
配
属
後

の
看
護
業
務
が
ス
ム
ー
ズ
に
行

わ
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、教
育
体
制
に
つ
い
て

は
、教
育
専
任
の
副
看
護
部

長
、看
護
師
長
を
配
置
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

問 

東
金
市
で
の
農
業
の
現
状
は

か
な
り
深
刻
で
あ
る
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
問

題
、農
家
戸
数
の
減
少
、担
い
手
は

お
ら
ず
、更
に
今
年
度
か
ら
生
産

調
整
を
達
成
し
た
農
家
へ
の
交
付

金（
経
営
所
得
安
定
対
策
）が
半

減
し
、三
年
後
に
は
打
ち
切
り
と

な
る
。「
米
価
変
動
補
填
交
付
金
」

も
廃
止
と
な
っ
た
。そ
れ
に
追
い

討
ち
を
か
け
た
の
が
米
価
の
暴
落

で
あ
る
。こ
の
よ
う
に
農
家
の
方

が
大
変
な
状
況
の
中
で
行
政
と
し

て
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
の

か
伺
う
。

答 

国
は
様
々
な
施
策
を
打
ち

出
し
て
い
る
が
特
に
人
・
農
地
プ

ラ
ン
に
つ
い
て
は
地
域
の
担
い
手

や
農
地
の
集
積
に
関
す
る
将
来

像
で
あ
り
、国
の
経
営
基
盤
強
化

に
関
す
る
施
策
を
導
入
す
る
た

め
の
前
提
と
な
る
。現
在
、集
落

等
で
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。ま

た
、県
や
市
で
は
地
域
に
必
要
な

施
策
と
し
て
圃
場
や
用
排
水
路
、

農
道
な
ど
の
整
備
や
低
迷
が
続

く
農
作
物
価
格
に
対
す
る
も
の

や
農
地
集
積
、担
い
手
支
援
な
ど

の
施
策
を
用
意
し
、農
業
者
自

ら
が
営
農
計
画
達
成
に
向
け
必

要
な
施
策
を
選
択
、導
入
し
て
お

り
、市
で
は
そ
の
導
入
に
つ
い
て

関
係
機
関
と
連
携
し
て
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

問 

東
千
葉
メ
ディ
カ
ル
セ
ン
タ

ー
は
、資
金
不
足
の
た
め
平
成
26

年
度
に
５
億
円
の
短
期
借
り
入

れ
を
行
っ
た
が
返
済
で
き
ず
、市

は
平
成
27
年
度
分
の
県
基
金
を

前
倒
し
し
て
貸
し
付
け
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。さ
ら
に
平
成
27
年

度
も
６
億
２
，８
０
０
万
円
の
資

金
不
足
と
な
る
見
込
み
と
聞
い

て
い
る
が
市
の
対
応
を
伺
う
。

　
ま
た
、今
後
資
金
不
足
に
な
る

こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。県
基
金
か

ら
の
貸
し
付
け
や
市
一
般
会
計
か

ら
の
財
政
支
援
に
も
限
界
が
あ

り
、県
の
運
営
参
加
を
求
め
る
し

か
手
段
は
な
い
と
考
え
る
が
市

の
考
え
を
伺
う
。

答 

６
億
２
，８
０
０
万
円
の
資

金
不
足
に
つ
い
て
は
、設
立
団

体
と
し
て
平
成
32
年
度
か
ら
35

年
度
の
運
営
費
２
億
円
を
前

倒
し
し
て
、特
別
交
付
税
の
減

額
分
約
５
千
万
円
を
補
填
し
、

法
人
が
５
億
円
の
短
期
借
り
入

れ
を
行
う
。短
期
借
り
入
れ
５

億
円
に
つ
い
て
は
、法
人
の
自
己

努
力
で
１
億
５
千
万
円
を
返

済
し
、残
り
の
３
億
５
千
万
円

は
平
成
28
年
度
の
県
基
金
か
ら

貸
し
付
け
る
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、県
に
医

師
、看
護
師
の
配
置
に
つ
い
て
お

願
い
す
る
環
境
を
作
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
。

日本共産党

櫻田あや子
東嶺会

相京邦彦

医
療
行
政

医
学
部
進
学
生
徒
へ
の

奨
学
金
助
成
に
つ
い
て

問  

山
武
長
生
夷
隅
保
険
医
療

圏
は
、医
師
の
数
が
特
に
少
な

い
地
域
と
言
わ
れ
て
い
る
。東

千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
が

開
院
し
て
改
善
さ
れ
る
方
向

に
あ
る
と
思
う
が
、今
後
地
域

の
医
師
を
育
成
し
て
い
く
た
め

に
奨
学
金
助
成
の
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
い
か
が
か
。県
内

の
状
況
も
踏
ま
え
て
伺
う
。

答 

地
域
で
の
医
師
確
保・育
成

は
、一
部
市
町
村
で
奨
学
金
制
度

等
を
導
入
し
て
い
る
事
例
も
あ

る
が
、基
本
的
に
は
医
療
圏
を
単

位
と
し
て
県
が
行
う
べ
き
と
考

え
て
い
る
。こ
れ
は
医
療
法
第
30

条
の
19
に
規
定
が
あ
る
こ
と
、医

療
介
護
総
合
確
保
推
進
法
に
規

定
す
る
計
画
に
お
い
て
も「
医
療

従
事
者
の
確
保
に
関
す
る
事
業
」

に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、県
に
行
っ
て
い

た
だ
く
も
の
と
考
え
る
。

　

県
内
の
状
況
と
し
て
千
葉
県

が
行
っ
て
い
る
奨
学
金
制
度
は
、

大
学
生
を
対
象
に
将
来
千
葉
県

内
の
医
療
機
関
で
医
師
と
し
て

働
い
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に

行
っ
て
い
る
。県
内
の
市
町
村
で

は
、山
武
市
、旭
市
な
ど
の
一
部

で
医
学
生
向
け
の
奨
学
金
制
度

を
行
っ
て
い
る
。

東嶺会

斉藤範吉

農
業
振
興

東
千
葉
Ｍ
Ｃ
中
期
計
画
の

４
分
の
１
が
終
了
し
て
の

反
省
点
は

東
千
葉
Ｍ
Ｃ
は

県
の
運
営
参
加
が
必
須

「
い
じ
め
」
問
題
へ
の

市
で
の
今
後
の
取
り
組
み
は

日本共産党

前田京子

問 

平
成
26
年
度
が
終
わ
り
に
な

ろ
う
と
し
て
い
る
が
、こ
の
一
年

間
を
通
し
て
東
千
葉
メ
ディ
カ
ル

セ
ン
タ
ー
の
学
ぶ
べ
き
点
、反
省

す
べ
き
点
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。平
成
27
年
度
の
運
営
面
に
ど

う
生
か
す
の
か
伺
う
。

答 

開
院
後
、病
院
運
営
を
進
め

て
い
く
中
で
開
院
前
の
計
画
段

階
と
比
較
し
て
相
違
点
が
出
て

き
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。　

　

顕
著
な
も
の
と
し
て
は
、看
護

師
に
つ
い
て
計
画
段
階
で
は
１
病

棟
25
人
体
制
で
あ
っ
た
も
の
が
、

入
院
患
者
の
重
症
度
の
関
係
か

ら
現
在
は
28
人
体
制
で
実
施
し

て
い
る
こ
と
、併
せ
て
年
度
途
中

で
の
看
護
師
の
確
保
が
可
能
と

考
え
て
い
た
も
の
が
開
院
当
初

と
い
う
こ
と
か
ら
内
部
の
体
制

構
築
に
主
眼
を
置
か
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
必
要
な
看

護
師
の
確
保
が
で
き
な
か
っ
た
こ

と
、こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
病
棟
の

開
棟
に
関
し
て
予
定
ど
お
り
進

ま
ず
収
益
全
体
か
ら
み
る
と
減

収
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
が
反
省
点

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。平
成
27
年

度
は
、看
護
師
確
保
の
リ
ク
ル
ー

ト
体
制
を
再
構
築
し
、想
定
ど

お
り
の
収
益
に
つ
な
が
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で

あ
る
。

教
育
行
政

問 

い
じ
め
は
、学
校
だ
け
の
問

題
で
は
な
い
。ど
の
よ
う
に
未
然

防
止
し
て
い
く
の
か
、市
な
ど
の

機
関
が
ど
う
連
携
し
、対
応
す

る
の
か
伺
う
。

答 

い
じ
め
問
題
への
対
応
に
つ
い

て
は
、校
長
会
、生
徒
指
導
主
任

会
や
長
欠
対
策
委
員
会
で
、さ
さ

い
な
出
来
事
で
も
報
告
・
相
談
で

き
る
体
制
づ
く
り
を
行
い
、教
育

委
員
会
と
学
校
現
場
と
の
連
携

を
密
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
。

　

本
年
４
月
か
ら
学
校
教
育
課

内
に「
い
じ
め
問
題
対
策
室
」を
設

置
し
て
学
校
に
い
じ
め
防
止
等
に

関
し
て
日
ご
ろ
か
ら
啓
発
を
行

う
。「
い
じ
め
問
題
対
策
室
」は
、

何
で
も
相
談
で
き
る
窓
口
と
し

て
保
護
者
に
十
分
に
周
知
し
た

い
。い
じ
め
問
題
が
発
生
し
た
場

合
は
、「
い
じ
め
問
題
対
策
室
」が

中
心
と
な
っ
て
対
応
し
、保
護
者

や
学
校
に
解
決
に
向
け
て
必
要

な
調
査
や
助
言
・
支
援
等
を
行

う
考
え
で
あ
る
。

　

未
然
防
止
の
視
点
か
ら
意
見

を
い
た
だ
く
機
関
と
し
て
東
金
市

青
少
年
問
題
協
議
会
、青
少
年
育

成
市
民
会
議
等
と
の
連
携
、整
合

性
を
精
査
し
、協
議
会
の
新
設
も

含
め
て
検
討
し
た
い
。

医
療
行
政

東金みらい

清宮利男

東嶺会

小倉治夫

東金みらい

渡邉直樹

東
金
駅
の
駅
舎
改
修
で

周
辺
地
域
の
活
性
化
を

一
般
行
政

問 

東
金
駅
周
辺
の
活
性
化
に

は
、駅
の
西
口
と
東
口
を
一
体
化

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。東

口
へ
の
改
札
設
置
に
つ
い
て
は
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
千
葉
支
社
に
対
し

平
成
19
年
度
よ
り
毎
年
継
続
し

て
要
望
を
行
っ
て
い
る
が
、「
一
駅

一
改
札
」の
原
則
か
ら
現
状
で
は

か
な
り
難
し
い
状
況
と
の
こ
と
。

不
可
能
な
こ
と
を
い
つ
ま
で
も

要
望
し
続
け
て
て
い
く
の
で
は

な
く
、地
元
企
業
や
商
工
会
等

と
連
携
し
東
金
駅
の
橋
上
化
を

検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解

を
伺
う
。

答 

東
金
駅
の
橋
上
化
に
つ
い
て

Ｊ
Ｒ
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、駅
前

整
備
な
ど
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
で
あ
れ
ば
協
議
に
応

じ
る
と
の
回
答
を
得
て
い
る
。し

か
し
、平
成
28
年
３
月
末
に
完

成
予
定
の
Ｊ
Ｒ
成
田
線
・
新
木

駅
の
橋
上
駅
舎
工
事
で
は
、費

用
約
15
億
３
千
万
円
の
う
ち
市

負
担
が
約
15
億
円
と
の
こ
と
で

財
政
計
画
を
立
て
直
さ
な
け
れ

ば
す
ぐ
に
は
無
理
で
あ
る
こ
と

か
ら
、少
子
高
齢
化
に
向
か
う

中
で
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
し
な
が
ら
利
便
性
向
上
と

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
切
り
口
に

要
望
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。


